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東京消防庁 Tokyo Fire Department 

 

 

令和２年１月１５日 

 

航空機事故を想定した大規模訓練に参加 

 

記 
 

１ 日時 

実施日 令和２年１月２３日（木） １３時３０分から１５時００分まで 

（予備日 令和２年１月３０日（木） １３時３０分から１５時００分まで） 

２ 実施場所 

大田区羽田空港三丁目６番先 

東京国際空港 ランナップエリア（別図のとおり） 

３ 主催 

  東京国際空港緊急計画連絡協議会 

４ 訓練項目 

⑴ 指揮本部等運営要領 

⑵ 航空機火災対応要領 

⑶ 多数傷病者発生時の対応要領 

⑷ 関係機関との連携要領 

５ 訓練想定 

羽田航空２０１９便（ボーイング７６７－３００ＥＲ型機／新千歳空港発）がＣ滑

走路３４Ｒへの着陸に失敗、機体は大破し多数の負傷者が発生した。 

６ 参加予定機関等 

  ８３機関（東京消防庁・警視庁・海上保安庁・医師会・東京ＤＭＡＴ・航空会社等） 

  車両約４０台、人員約２００名 

７ その他 

⑴ 取材を希望する場合は、別添えの取材申込書にて、１月１７日（金）の１６時０

０分までに広報課報道係へＦＡＸで申込んでください。当日の申込はできません。 

 

東京消防庁は、東京国際空港において実施される、航空機事故を想定した航空機事

故対処訓練に参加します。 

訓練は、航空機が滑走路への着陸に失敗し、機体が大破し多数の負傷者が発生した

という想定で、各関係機関が連携しての消火・救出救助活動を行います。 

訓練の日時等については下記のとおりです。 



⑵ 当日は、１１時３０分から１２時２０分の間に東京空港事務所第一庁舎１階空

港保安防災課で、受付をしてください。この時間以外での受付はできませんのでご

注意ください。 

⑶ 受付時、記者証または社員証をコピーした後プレスＩＤカードが貸与されます。 

※ プレスＩＤカードは、訓練会場識別となりますので必ず、着帯して下さい。 

⑷ 訓練会場へは、東京空港事務所第１庁舎からリムジンバスで移動になります。 

⑸ 会場では、係員の指示に従ってください。 

⑹ 荒天等により訓練を中止する場合は、当日９時００分までに決定しますので、広

報課報道係まで確認してください。 

⑺ 小雨程度では実施する予定ですが、訓練会場は風が強いことから傘の使用は出

来ません。雨合羽等のご準備をお願いします。 

⑺ 訓練終了後は、東京空港事務所職員の誘導で、取材エリアから退場してくださ

い。 

⑻ 取材終了後は、東京空港事務所空港保安防災課へプレスＩＤカードを返却して

ください。 

 

問合せ先 

 

 

 

 

 

東 京 消 防 庁 

広 報 課 報 道 係 
 

電 話 ３２１２－２１１１ 

内 線 ２３４５～２３５０ 

蒲 田 消 防 署 

空 港 分 署 警 防 係 
 

電 話 ３７４７－０１１９ 

内 線 ８４２ ８５１ 

 



別添え（ＦＡＸ送信票） 

 

取 材 申 込 書 
 

～令和元年度航空機事故対処総合訓練～ 

 

 

東京消防庁広報課報道係 宛 

（担当：山本・平田） 

ＦＡＸ：０３－３２１３－１５２６ 

 

会 社 名：             

所 属 名：             

担当者名：             

連 絡 先：             

 

№ 氏   名 
所  属 

（会社名） 
電話番号 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

10    

※ 申し込みは、令和２年１月１７日（金）１６時００分までにお願いします。 

 



会場案内図

ランナップエリア
（訓練会場）

集合場所
（東京空港事務所）

別 図


	①航空機事故対処総合訓練の実施について
	②別図（修正版）

